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石川中央都市圏地域公共交通計画（令和５年３月策定）フォローアップについて

 事業内容について、計画に基づく事業の実施状況、目標指標の達成状況を定期的に確認・評価・
検証し、改善や見直しを図る「PDCAサイクル」に基づき進捗を管理

 具体的には、事業内容の進捗状況は本計画で設定した「達成指標」に基づき管理し、定量的・客観
的に分析・評価し、かつ、国の制度の変更や社会経済状況の変化を勘案しつつ、必要に応じて法
定協議会を開催し、柔軟に見直しを実施



達成指標の状況

基本方針１：超高齢・人口減少社会に対応した広域的な公共交通網の構築

主な施策 施策・主な取組の達成指標

１）広域的な幹線路線の
維持・充実（鉄道/バス）

路線バス・コミュニティバスの路線数・便数

※路線バス（北陸鉄道路線バス、城下まち金沢周遊バス、西日本JRバス）及び各市町コミュニティバス
※平日の運行便数

出典：交通事業者・各市町提供データ

基準値（Ｒ４.10） 現況値（R6.3） 目標（Ｒ９年度）

路線バス:
86路線、2,413便
コミュニティバス:
49路線、498便

路線バス:
8４路線、2,276便
コミュニティバス:
44路線、456便

維持を目指す

２）北陸鉄道線の持続可
能性確保（石川線・浅野
川線）

北陸鉄道線（石川線・浅野川線）の利用人数

出典：北陸鉄道㈱提供データ

基準値（Ｒ３年度） 現況値（R５年度） 目標（Ｒ９年度）

石川線：2,439人/日

浅野川線：3,764人/日

石川線：2,９０８人/日

浅野川線：４,363人/日
増加を目指す

３）交通不便地域の解消 公共交通カバー率

※徒歩圏は鉄道駅から500ｍ、バス停から300ｍ
出典：国勢調査250メートルメッシュ人口

基準値（Ｒ４.10） 現況値（R6.3） 目標（Ｒ９年度）

88％ 88％ 維持・拡充を目指す



達成指標の状況

基本方針２：分かりやすく使いたくなる公共交通の利用環境の改善
主な施策 施策・主な取組の達成指標

１）交通結節点の整備・
機能強化

パーク・アンド・ライド利用者数（設置台数）

※Ｋパーク及びＫパーク以外の既存パーク・アンド・ライド利用者数、駐車場台数

出典：各市町提供データ

基準値（Ｒ４.10） 現況値（R6.3） 目標（Ｒ９年度）

613人（1,296台） 6８０人（1,３７３台） 1,600人（1,950台）

２）公共交通の利用しや
すさ・わかりやすさの
向上

市町連携のMaaS取組件数

出典：各市町提供データ

基準値（Ｒ４．１０） 現況値（R５年度） 目標（Ｒ９年度）

５件/年 １3件/年 維持・増加を目指す

駅のバリアフリー化率

※石川中央都市圏の駅のバリアフリー化率＝段差が解消されている駅/総駅数
※「段差が解消されている駅」とは、エレベーターなどの設備により、乗降場ごとに、高齢者、
障害者等の円滑な通行に適する経路を１以上確保している駅をいう。

出典：交通事業者提供データ

基準値（Ｒ３年度） 現況値（R5年度） 目標（Ｒ９年度）

28％ 29％ 増加を目指す

ノンステップバス導入率

※石川中央都市圏のノンステップバス導入率＝ノンステップバス車両数/車両総数

出典：交通事業者提供データ

基準値（Ｒ３年度） 現況値（R6.3） 目標（Ｒ９年度）

43％ 47％ 維持・増加を目指す



達成指標の状況

基本方針３：公共交通利用促進に向けた住民等の意識醸成

主な施策 施策・主な取組の達成指標

１）公共交通を利用する
ライフスタイルの形成

市町連携のモビリティマネジメント事業の実施件数

出典：各市町提供データ

基準値（Ｒ３年度） 現況値（R6.3） 目標（Ｒ９年度）

１件/年 １件/年 維持・増加を目指す

２）脱炭素社会の実現に
向けた環境整備

環境対応車両の導入台数（EV車両等）

※路線バス（北陸鉄道路線バス、城下まち金沢周遊バス、西日本JRバス）及び各市町コミュニティバス

※交通事業者・各市町提供データより算出

基準値（Ｒ３年度） 現況値（R6.3） 目標（Ｒ９年度）

０台 ０台 増加を目指す

３）運転手や地域の担い
手の確保

運転手確保の支援事業実施数

※交通事業者・各市町提供データより算出

基準値（令和３年度） 現況値（R6.3） 目標（Ｒ９年度）

４件/年 ９件/年 維持・増加を目指す



達成指標の状況 総括

 達成指標について、各指標概ね基準値（計画策定時の現況値）以上の値となってお

り、目標に向けて順調に推移している。

 「路線バス・コミュニティバスの路線数・便数」の指標については、路線バスで２路線、

137便の減少、コミュニティバスで５路線、42便の減少となった。

 路線バスについては、慢性的な運転手不足に加えて、令和６年４月からのバス運転

手の改善基準告示の見直しにより、拘束時間の上限や休息時間への対応で、さら

に要員状況がひっ迫することが予想される中、引き続き安定した運行体制を持続

するための減便等を実施した。

 コミュニティバスについては、津幡町において、津幡町営バスの５路線を廃止し、

R6.３月に運行を開始した予約制乗合バス「のるーと津幡」に一本化した。

路線バスの減便の原因である運転手不足については、北陸鉄道線の再構築と

併せ、対策を講じていく。



（参考）石川中央都市圏地域公共交通計画 概要



（参考）石川中央都市圏地域公共交通計画 概要



（参考）効果指標の状況

効果指標
基準値
（R３年度）

現況値
（R5年度）

目標値
（R9年度）

鉄道・バスの利用者数 １０８千人/日 150千人/日 １５７千人/日 以上

公共交通の収支率 ０．８ ０．９９ １．０ 以上

公共交通への公的資金投入額 ９億5,400万円/年 10.80億円/年
平均（R5～９年度）
６億4,400万円/年

程度を確保

石川中央都市圏の公共交通
分担率（平日）

８％ － ９％

鉄道・バス運転手の採用者数 11人/年 28人/年
平均（R5～９年度）
19人/年 以上


